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第１ 福田俊彦先生作成「総論レジュメ」より抜粋 

❐ 日々（特に，直前期）の過ごし方で大切なこと 
 

１ 最も大切なことは，心身の健康を維持することです。 

睡眠時間を削ったり，夜型の生活を続けたりすることは，やめましょう。私は，司法試験本番まで

のスケジュールを決定する際，まず夜の睡眠時間を確保し，睡眠時間以外の時間で勉強しました。心

身の健康に留意した生活を送ったことが司法試験合格に直結したと，今でも信じています。 

 

２ 次に大切なことは，拡散型の勉強ではなく，集約型の勉強をすることです。 

拡散型の勉強とは，やるべき勉強内容が徐々に増えてしまう勉強です。 

それに対して，集約型の勉強とは，やるべき勉強内容が徐々に絞られていく勉強です。 

集約型の勉強をするためには，「これからやるべき勉強内容」を決めて，決めたとおりに実行するこ

とも大切です。しかし，それ以上に，「これからやらないこと」を明確に決めて，決めたとおりに実行

することのほうが，はるかに大切です。また，「やるべき内容」と「やりたい内容」を明確に峻別し，

やるべき内容に専念する態勢を整えることも，大切です。現時点でやるべきであると思う勉強内容を

挙げたら，おそらく切りがないくらいに出てくることでしょう。また，やりたい内容も，いろいろと

あるでしょう。しかし，残された時間は有限であり，決して長くありません。したがって，あれもや

りたいこれもやりたいというのは，実現不可能ですし，何も決めていないのと同じです。 

したがって，自分が司法試験に合格するために必要な課題を絞りこみ，その課題を克服することに

注力する態勢を整えることこそ大切です。捨てる勇気を持ち，実践してください。 

 

３ 短答及び論文のいずれも，自分の手で問題を解く勉強を本番直前まで続けることです。 

司法試験直前になりますと，論文の答案を書く勉強は時間がかかる上に，インプットに不安がある

という理由で，答案を書かず，本や資料を読む勉強ばかりしてしまう受験生が多く出てきます。しか

し，そのやり方では，答案を書く能力及び問題を確実に素早く解く能力という司法試験に絶対にすべ

らないために必須である能力が，本試験までに確実に落ちてしまいます。やるべき勉強内容を決める

際には，十分に注意してください。 

 

４ 自分の勉強方法が司法試験にすべらないという観点から誤っていると分かったら，自分のやり方に

拘らず，勇気をもって改めることです。 

人間は，自分が正しいと思いこんでいる生き物だと思います。そうであるからこそ，あなたは，現

在の自分の方法で勉強しているのでしょう。しかし，司法試験の受験生は，「司法試験に合格する」

という目的に適合した勉強をしなければなりません。「自分のやり方は正しい」，「自分は頭が良い」

というプライドを守ることと司法試験に合格することとは，二者択一及び二律背反であることが多い

です。この問題について一度きちんと考えて，あなたなりの結論を出してください。 

 

５ 勉強をする気が起こらない，やる気が出ない時には，どうしたらよいでしょうか？ 

長い期間受験勉強をしていますと，勉強をする気が全く起きなくなる時があるはずです。そういう

時には，無理して勉強せず，いったん休むことをお勧めします。少しの間，自分が好きなことのみを
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してみましょう。その後，少し気分が落ち着いたら，まず，「自分はなぜ司法試験の勉強をしている

のか？」，「法律実務家になって何をしたいのか？」を虚心坦懐に自分に尋ねてみてください。なぜな

ら，それに対する回答こそ，最後の原動力及び司法試験合格への執念になるからです。そして，少し

勉強をする気が起こりましたら，次に，「新しい内容の学習・勉強」ではなく，「これまでやってきた

内容の確認（＝復習）」から始めてみてください。そうしますと，これまでやってきた勉強の積み重

ねを実感することができ，自信が戻ってくるはずです。そうしたら，徐々に勉強を再開してください。 

 

６ 答案練習において重視しなければならない事項は何でしょうか？ 

(1) 短答式答練→正答率（全問復習するのは，時間の無駄ですから，やめてください。正答率の高

い問題・肢のうち，自分が誤った問題・肢を徹底的に復習してください。） 

 

(2) 論文式答練→①配点表 

まず，答練を受験している時には，配点表を意識してください。自分が書いて

いる記述に点数が入っているという意識を強く持って，答案を書いてください。 

次に，答練を受験し終わりましたら，採点された答案が返ってくる前に，必ず

自分で配点表に従って採点して，どこをどのように改善することができるかを具

体的に検討してください。 

最後に，自分の答案が返ってきた後には，採点者の採点と自己採点とを比較し

て，客観と主観のずれがどこにあるのか，なぜそのようなずれが起こってしまっ

たのかを検証し，次回の課題としてください。 

要するに，「①具体的な課題を設定して答練を受験する。→②受験後に，設定

した課題を克服できたかを自ら検証する。→③次回の答練に向けて，具体的な課

題を新たに又は再び設定する。」という努力を繰り返すことこそ，司法試験に絶

対にすべらない王道です。 

②優秀答案 

優秀答案と自分の答案を比較して，自分が現在抱えている問題点を具体的に認識

してください。 

また，答案の形式面，問題提起の仕方，あてはめの仕方など優秀答案の真似する

ことができる点が１つでもないかを徹底的に探し出し，優秀答案の良い点を積極的

に真似するようにして（＝パクって），自分の答案をより良い答案に改善するよう

努めてください。 

 

(3) 全国公開模試→成績及び事前準備 

司法試験本番であると思って事前にすることができる全ての準備をした上で

良い成績を取ることをめざして受験することが，大切です。 

また，本番当日と同じように行動することで本番のシミュレーションをするこ

とも，大切です。 

 

７ ６(2)で述べた配点表を活用した復習のポイントは何でしょうか？ 

 (1) 配点表を見て，配点が高い論点は何か，配点が高い事実認定（あてはめ）がどこかを確認し，
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自分が，配点が高い論点及び事実認定に気が付けたか否かを確認します。 

ア 気が付けなかった場合 

気が付けなかった原因を考え，その点に関する学習をします。たとえば，問題文の読み方のポ

イントを確認し，その問題における必須の論点・知識を学習します。 

また，配点があることは分かっても，配点が高いとまでは気が付けなかった場合には，問題文

で注意すべきポイントや気が付くべきであった誘導などを確認し，復習します。 

  イ 気が付けた場合 

その論点や事実認定を答案にきちんと書けたか否かを確認します。もし，気が付けたにもかか

わらず，きちんと書けなかったのであれば，それがなぜかを検討します。そして，論点を復習す

るとともに，時間配分を改めることを検討してください。 

 

 (2) 自分なりに配点が高い論点及び事実認定についてきちんと書いたつもりであるのにもかかわら

ず，採点者から自分が思っているような点数をもらえていないことがないかを検討します。 

そのような場合には，自分の答案の該当箇所とＡ評価答案やＢ・Ｃ評価答案の該当箇所を比較

しながら，点数が付く書き方を検討し，自分の答案で足りない部分を自覚し，どのように改めた

らよいかを検討してください。また，基本的な知識に誤りがないかを検討してください。 

 




























